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図 -1　モノパイル重力式基礎概念図
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写真 -1　安定性実験状況
（ケース 1，風荷重 29 N，転倒時）

図 -8　前趾近傍の波圧計 P1 の揚圧力最大時における同時揚圧力分布（実機スケール）
(a) ケース 1A（有義波高 6.3 m，有義波周期 12.0 s，不規則波）

モノパイル重力式基礎を有する洋上風車の安定性および揚圧力に
関する水理実験

Hydraulic Model Tests on Stability and Uplift Pressure of Offshore Wind 
Turbine with Monopile Gravity-Type Foundation

髙橋 研也 1), 前田 勇司 2), 三好 俊康 3), 仁井 克明 4)

Kenya Takahashi 1), Yuuji Maeda 2), Toshiyasu Miyoshi 3) and Katsuaki Nii 4)

　洋上風力発電設備の基礎形式であるモノパイル重力式
基礎について、RC 製底版の形状を矩形より軽量で低コス
トが望める円形や正八角形とした場合の検討をおこなっ
た。風や波浪による偏心傾斜荷重作用時における安定性
や底版に作用する揚圧力に関する知見を得るため、5 MW 
風 車 対 象 の 断 面 水 理 模 型 実 験 や 数 値 波 動 水 槽
CADMAS-SURF/3D による数値解析を実施した。

　その結果、照査上の転倒限界値を 7 ～ 11 % 上回るまで
安定であり、転倒時においても基礎砕石の支持力破壊は
見られなかったことから、従来の安定性・支持力照査手
法を準用できることが分かった。また、底版の平面形状
および波浪条件によらず、波向直交方向にほぼ一様な揚
圧力分布となり、設計波作用時における鉛直波力モーメ
ントの寄与率は最大で 8～14 % 程度となることを確認した。
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図 -5　室内透水実験概要図
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図 -7　実験ケース毎の石材層 図 -9　実験結果と DF 則による算定値の関係

室内実験に基づく現地捨石層の透水係数の評価

Evaluation of Permeability Coefficient of On-Site Rubble Stone Layer Based on 
Laboratory Experiments

黒滝 秀平 1), 佐貫 宏 2), 鵜飼 亮行 2), 関 祐治 3), 宮崎 敏弘 4)

Shuhei Kurotaki 1), Hiroshi Sanuki 2), Akiyuki Ukai 2), Sukeharu Seki 3) and Toshihiro Miyazaki 4)

　遮水シートを使用した管理型埋立護岸において、最終
締切を遮水シートで行う場合は捨石マウンド等の石材の
間を水が通って海水交換が行われるが、石材から損失を
受けることで内外水位差が発生し、堤内水位が低い場合
においては遮水シートに揚圧力が作用する。ポンプ注水
により堤内水位を高くすることが対策となるが、ポンプ
台数等を決定するために必要な石材の透水係数の設定が
課題であった。既往研究では、砕石程度の小さい粒径に
ついて実験しているが、現地規模粒径についてはなされ
ていない。そこで、現地規模に近い粒径を用いて透水実
験を行い、Dupuit-Forchheimer 則による計算値と比較し、
適用性について検討した。その結果、粒径が大きい場合
でも DF 則は適用でき、現地観測結果との比較から実規模
粒径にも DF 則は実用上適用可能であることを示した。
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